
区分 単位 １単位

科目名 時間数 １５時間

講師名 履修学年 2年次

概要

回数 授業形態

1 プレパレーション・ディストラクション 講義・演習

2 講義・演習

3 骨髄穿刺・腰椎穿刺・活動制限・隔離時の看護 講義・演習

4 鎮静を必要とする検査時の看護 講義・演習

5 与薬・輸液療法・経管栄養 講義・演習

6 吸引・吸入・酸素療法 講義・演習

7 講義・演習

8 試験

使用教科書・教材・参考書

系統別看護学講座　専門分野　小児看護学１・２　　医学書院

パーフェクト実習ガイド　照林社

成績評価の方法

筆記試験１００％

備考

講義で可能な場合演習を組み込む

学習目標 ２．小児の安全安楽を考慮し治療・検査時の看護援助が理解できる。

３．小児の救急処置について述べることができる。

授業内容

学習内容

採血・採尿・抑制固定

救急処置を要する子どもと家族の看護

試験（45分）

専門分野

小児臨床看護Ⅲ

非常勤講師

治療検査を受ける子どもとその家族への看護技術を学ぶ。

１．発達に応じた説明と同意の必要性が理解できる。


